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雄

　　言

は虎耳願科に属する落葉液木犀してノリノキ，ト

1=11=･ノキ，キネリ，サビタ或はヤマウツギ等とも称せられている．この木の幹の内皮が分泌する粘

液は黄蜀葵根粘液と同様に和紙の製造に使用甘られている丿然し乍ら粘液としてはその作用が黄蜀.

　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　’　　　　（l）葵のそれよj）も劣るものとされている．従米本粘質物に就ては小松等　による報告があるが，今日

倚化学的並に物理的性質に就て雌不明の点が多い．　　へ・

　誓者゛既゛黄蜀葵根粘質物゛舛フワ）化学組成並びに粘液粘度に関する２～３の考察等に就て報

労　し7こ．のりうっぎ粘質物に就ては黄蜀葵粘質物と比較嶮討するすこめに，先づ黄蜀葵と同様の方

法によって分離し仁粗製並びに精製粘質物に就てその構成糖類の瞼索及び定量分析を試みすこ．本報

においてはこれらの結果に就て報告する．　　　一　　　　　　－．　　　　　　　　　，.
　　　　　　　●．．　　　　　　　　　　　　　　１　°ぷ　　　　　　　　　　　　　ｆ　　　ｉ　ｊ　　　●
　肯試料に供しすこ.¨のりうっぎ”は高知県産のもので，原地に於て薄片に削っ7こ所謂含ﾌＫすこす（練

皮作り）と称せられるものである．本試料は日本紙業高知工場の好意により分呉されすご．

実 験

　　I.　試料粘質物の調製法．前記¨含水7こずを水に浸潰して時.々.檀陣し．ベッ.グ・フづル･ター

を使用して圧出して粗粘液を得7こ，粗粘液は黄蜀葵根の場合と異り多量の修酸石女の結晶を含む

が，澱粉は殆んど含有していない．由ってTこの粗粘液を濾紙パルプを濾暦として吸引濾過しで修駿

石女並びに少量の澱粉を完全に除去し濾液は活性炭で睨色しすこ後95ガブル＝・－ルを略同容加へ

で粘質物を沈降せy妬心，これを粗柿質物とする.

　　　・　　　　（2）　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　1
　次で黄蜀葵根　に於けると同様に再,び多量の水に溶解せしめて加圧釜にて120～１２５° Ｃ に２時限

加圧処理し，諒色後CuSOi-飽和溶液を処理液約３立に対してlOOcc加へて粘質物を.Ｃｕ一化合物

　　　　　　♪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　　　　．¶　　Ｉ　　　　　　　．　　　　　　　　ｓ
　　　　　　　　　　－　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　■として沈澱せしめ，最後に95％ブルコールに分散せしめて塩酸により銅を完全に除去する方法に

　　　　　　　　¶　　　　　　　　　゛　　　　　｀　’「　」　　．　　　　　　　　　　　　　●　　　　　ぷ●　●　　　I･
基いて一部解重合しすこ精製粘質物を雪白色無定形の粉末として得に．この精製粘質物は水分13,30･

％，衣分0.17％であっ了こ．又ナフトレソルシン反感強陽性にして時にウロン酸の存在を示し，フ

ェーリング溶液を還元しないが加水分解後に於ては強く還元する性質セ示す．　　　　　　　，

　　　．●　　●，･･　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　；　　Ｔ．　　，　　　　　　　．．・
’』に　粗粘質物の構成成分の検索.　粗粘質物は罫宣下に乾燥し七もめ炉完全な粉末になりが仁

　　　　　Ｌ　　｀･　　　　　　　　　“　　　　　　　　●　　　　／　　　　　Ｊ丿　　，
くｉ均」な試料として調製しがfこいめでｲﾋ学組成の分析は汝施せ挙,構故成分の瞼索のみ（lﾋめ七

　　　　　　　㎜　　●　　　Ｆ　　　　　｀　．　　　　・　　　　　　　　　　　　　　●ｄ　　　　　・　　　　　７
粗粘質物約５ｇ‘を採り，５％硫酸200ccしをVjiiへて５時間逆流冷却器を附して洲騰下に加水分解を祐

い，炭酸バリヤムで中和，濾過，．脱色後具宣下に濃縮してシラツプとなし，上昇法によるPaper

Chromatographyにより構成糖類の嶮索を試み7こ．展開剤としてはCn-Butanol : 氷酷酸:,水＝４

　　　　　　　．・．　　　　　　　　　　●‘　　　　　　　　　　・　　　●　　　･●　　　　・　　　　　●　　（３）
　：１：‘２〕の混液を･用いて室温下に展開せしめて27～30Cm溶透ぜしめ;呈色剤にはPartridgeの

anilin' hyぷ･ｏ如ｎ phthalate を探用し7こ．恂常に既知糖を併行して実施しすこ．その結果は第１表

の通ｂである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ　　　ダ



２

　　　　高知大学学術研究報告　第４巻第９号

Table １　Detection of 哨ｅ Sugar-c:omponent's of crude Mucilage

　　　by Paper Chromatography （ａt､room temperature)・

Rf　of　known　sugars Rf
of

　1

hydrolysed product

　　　　　　　　2.　●

Rhamnose

χylose

Arabinose

Galactose

0.51

D.39

0.35

0.30

0.50

0.36

0.31

0. 19

0｡48 (Rhamnose)

0.35 CArabinose)

0.30 (Galactose)

０．り(Uronicacid ?り

　Developing solvent = BuOH : AcOH :Ｈ２０＝４:】:2
〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　.（･）〕
　･Spraying　reagent = Anilin hydrogen ph thai ate　へ

表に見られ肩「IくRhamnose C黄柳色:), Arabinose C桃色ｙ友びGalactose （柵色）置相当す

るスポットが得られた外, RF = 0.19に極めて顕著な赤褐色のスポットを得7二. RF-0.19に示され

るスポットに就では純粋なウロン酸を入手し得なかっ?こ7ごめに明確な結論は得られなかづた炉，こ

の様な実験条件に於てはカハる小さなＲＦ値に相当するものとしてはウロシ酸以外に考へられず，

　　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　｀-　　，●又黄蜀葵根粘質物　に於ける場合と全く同一の結果を示している果実;尹色,ｶjウロッ酸特有温赤褐

色である事並びにNaphthoresorcin　反膨強陽性にして且つへEhrlich 0塩基性酷酸鉛反感　が

galacturonic acid であることを顕著に示す事実より推察してこのＲＦを示すも･のはgalacturonic

acidであると考へられる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≒

　樹第１表と同一の展開剤及び呈色剤を用い，１次及び２次共に同一展開剤による２次元展開を試

みすこが･第１表と全く同一のＲＦ値を得7二．　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　に

　以上の結果より本粘質物はその構成糖類としてRhamnose, Arabinose及びGalactoseの３成

　　　｜　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　ｉ：　　　　　　　　　ｌ　ｈ　　　．　　　●分とGalacturonic acid とよｂ構成せられるものと推察される．　　　　　二‘　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　（2）　　　一一，　　　　.　　－　樹木粗製帖質物ﾌ）双分含有量はＣａＯとして8.89％に:して黄蜀葵　の約27石に比して遥に少

し｀ゝ　　　　　　　　｀　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　●　　　　　　　　’　　　１　　　　　　’　７　　．
　●　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　６　　　　　　１　　　　　　　　，－　４

　Ｌ　精製粘質物作製に就て．粗粘質物は前記の如く約９％夕）双分を含有,している．これよう

　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●　　　．ｉ　　　　　　　　　ｉ双分を殆んど含有しない精製粘質物を調製するには〔1〕辿於て述べた如く力I庇処理しで粘液の粘

性を殆んど無くしづ二後CuS04-水溶液を添加して粘質物を（jl一化合物と,して沈澱せしめ，‘後アル

　　　　　　Ｓ　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　１　ミ　　　　I●5｀●.゛　，’●r　　　　　　●＝=･－ルに分散せ’しめて，濃塩酸を加へることによ’り銅Iを遊離せじめで画面漬物を得る方法と，

　　　　　　（4）　　　　　　　　(5)
,　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，.　　.‥

Anderson　並びにTipson等　の如く粗粘質物を塩酸溶液に溶解して次分を粘質物より分離して

精製粘質物を得名方法等があふが，筆者ば黄蜀葵の場合と比I較嶮討すふぶ要上コ八同じ前者・方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　Ｊ･　●　　　●　　　ｔｌ　　　¶法を探用しfこ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　Ｔ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ・　　y∧　　　＼　へ●’こ＼T……

い1.　精梨粘質物の加水,分解度に就て．〔!.〕犀於てこｸﾞ）精質物t>^ Galacturonic acid.

Rhamnose, Galactose或はArabinose等より構成せられｙい名とすればL’黄蜀葵根粘質物に於

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　●il　　　　●　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●　　　　　●けると同様犀加水分解過程に於て比較的酸に抵抗性の大なる3～,3糖休が生成して逗元力炉抑制せ

られるものと推察せられる．即ち加水分解により還元糖の生成卒を求むれば或る程度分解生成物の

　　　‘　　　　　・　‘　　　゛　　　　　　　　　　　　’.　　･y・｀●･●･！　●，　　g　　●I●　　　　　　　，.，　’
状態が推察し得られる.ものである．由って筆者は硫酸ヤ使用して種々の条件下にヵll水.分解を窯施し

　　　　　　:　1-　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　.　9　　　　　　゛　　；I　　　　・　″.｀゛I゛｀ゝ･I゛″･’
． ..I

で秀の結果を得た．即ち２，５及び10％碑酸タそれぞれ試料の10倍量加へ，処理条件を変化せしめ　．

で加水分解し.，分解後ＢａＣ０３で中和してBertrand氏法にJ; t）塀元臍之衣めてglucosje
■と万万

表示し7こ．樹％はいずれも無水無双試料に対する値である．　　　　　　　　　　ノ･



Table 2 Hydrolysis of Mucilage' with 2､･% H2SO4 on various Conditions

３

Temperature

　(゜Cj)

100

at boiling point

Duration of hydrolysis .･

　　　　　'' (hrs)　　1

・　●・　　こ●　　　　　　．‾　　●

　5.0

10.0

15‘こ０

５．0

8.0

Reducing sugar (glucose) ･･‥

　　　　　（％）

口吻

Tableて3･:Ｈｙｄ!rolysis of Mucilage with 5 % H-2SO4

Temperature　　　　Duration, of hydrolysis.　　　　Reducing sugar (glucose)

’（゜し）　　　　　　¨　　　　　（ｈｒｓ）　　　‘●　　　　　　　　　（％）　　　’

’
０

　
０

　
１

・at boilin･ｇ point 川 　50.89{

57j49

Table 4I Hydrolysis of Mucilage with 10 ％･HiSOi ” 1

Temperature

　r（゜Ｃ）

Duration of hydrolysis

　　犬　(hrs)　　　’

Reducing sugar (glucose)
　　　　″（％･ｙ

．」００､．＿……．．．_．

at .Boiling point･ト
2.5

5.0

5
0
5
5

6
3
8
7

　
一
　
Φ
　
一
　
9

6
0
0
6

6
7
6
゛
５

ｔ

　　59.50ﾋﾞ

乱

.･,加水分解眼関lする以上の実験結米に於てみるに,j最高ｶ11水分解度は10％硫酸,T10時間に於ける

70.30妬･で黄蜀葵根粘質物に於けると比較的類似の性質を示している，即ち力|冰分解生成物中に尚

べ2－3梢休が比較的強者な結合型をもって残存しているのではないかと推察せちれるヽ.トそリ)結果最

高還元胞生成率が70％附近の値を越えないのであろう／尚，加水分解残直は無硯しうる量であっ

‘7こｙ.･
～

　 １

－
’ＩＤ 1こ丿

U,ノ，

グ¥j.･.ご精裂粘質物の構成糖類の抜索･･
(1)∧Paper chro･matograj〕hj･ 匿よ芯糖･の暗索j.　　精製粘

質物約５ｇをとり，Ei石牌爽200CCを加こて力泳分解し７〔釣果於けるｽと同様叩し７？タフ フT･と

　　　‥‥‥'j'Thble l6　Detecti臨むﾐt Sugar Components･of re石n6よ･Mucilage'‘by　‘｀

……………　プ　･5P如よbtiromatogr乱臨臨西・叫ltふp'eratuぶ)＼ダノ　^'ブ：'｀;"

:｀･’il:’■ Rf'･ of knownﾀﾞSugar

ｊ
ｒ
４

パ

ﾌﾟ'即･of ･ hydroly.sedi'proauctプi. '､"j';ﾌ

-

Rhamnose
^-.･

　ＩＩ　　●ｆｌ　●．・

Arabinose

　　’　y￥　－

Galactdse

. '0.48

･，．．0.37

　　0.30
゛ｒ･　・

ｌｙｌ｀

　、､ぷ丿･･　０．４?-ｉ、

へに･ふ　．７. 9。30∧

　／へ　. .. 0.19.

0.49 (Rhamhosei),-.･
　　・　　にト“．・．｀･．ゝ

０．３ト(Galactose)ニ

　ご　，≒:14 ･..

0.-19 (Uronicacid ?j)

←１
煙二二二≒ご゜こ二言ﾚﾌﾟｼ:fﾌｊ

　ｒ　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　●｀?　．　　１丿
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なし，同様の条件に於て展開せしめて糖のＲＦを求め了こ．その結果第５表に示す如くRhamnose及

びGalactoseに一致する顧著なスポットと粗粘質物に於けると同様にRF = 0.19にウ・ロン酸に相

当すると考へられる赤褐色の大なるスポットを得7こ．然し乍ら粗粘質物に於て認め7こArabinose

の桃色スポットは全く認められず又それ以外のスポットも全然認められなかっﾌﾆ．恂ウ？ｙ酸の存

在に就ては前記同様に塩基性酷酸鉛反庶により Galacturonic acid の存在を別途に確認しすこ．

ぐ2）ｲﾋ学的桧出法による糖の嶮出．　各種桧出法に基いて加水分解シラップに就で実施し川

出結果は第６表に示す通ｂである. tojArabinoseの嶮出はDiphernylhydrazin (:ａＳｙｍｍ.）が入

手し得られず実施するを得なかった．

Table ６　Detection of Sugar Components of hydrolysed Product

　　　　　Tests

Basic･lead acetate for

　　Galacturonic ａｃid

K- acid saccharate

Phenylhydrazone

Alcohol soluble phloroglucide

Seliwanoff's resorcin

Pinoff's a- naphthol

Cd-χylono- bromide

Mucic acid .

Intensity of reaction and (presumed subst.)

昏
　
　
一

朴
　
一

一

子

(galacturonic acid)

(no glucunonic　acid　　　　　．

　　　　　　and　no glucose)

(ｎｏ mannose).

(methyl pentose)

Cno ketose)

Cno ketose)

(ｎｏxylose)

Cgalacturonic acid and galactose)

　肯ウｐこ／酸をＢａ一塩として完全に分離除去し7二術液に就での粘液酸生成反感が陽性であること

並びにその糖液より d-galactoseの結晶を箪離し7こ事実よb d-galactose 炉構成.々分として含有

されていることを確認し7こ．即ち４％硫酸によb 100°Ｃ ， 8時間加水分解し?こ後BaCOaで中和，

脱色後頁室下で濃縮して略乾固せしめ，次いで95％フルコールや加熱抽出して得7こ透明ブル･コー

ル液を再びシラツブ状となし，氷酷酸を加へて. d-galactoseの極く少量を種付けして室温池放置’

するに多量の結晶を得すこ．この結晶の旋光性は明かに〔十〕を示してd一型Iであり，:又少量の水に

溶解してd-galactoseと併行してpaper chromatographyによ.t）展開せしめるに同一のＲＦ値

を得7こ．これらの結果よりd-galactoseの存在を確認しすこ．肯Ai‘abi皿）Ｓｅ｀ﾌ）存在については（1）

の結果にのみ依存する結果となつすこ．　　　　ダ．　　　　　ソ∧　Ｊ　　　　　　　　　‥

　以上Paper chroiriatography並びに化学的除出演に.よる結果より精梨粘質物はRhamnose,

Galactose及びGalacturonic acidの３成分を含有し√湧の他の糖類は全く含有していない事実

　　　　　　　　　　　　　　●　ミ　　　　　　’　･l　jゞ●1　●　　　　･･一゛｀”;･･ ,‘　　　　　　　　　　　●
を確認し7こ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　Ｍ．化学爾成の定量分析．・構成語類嶮索の結果に基いてＧａlactｕroJlicl aCiｄ, Ｒhaｎ!ｎｏｓｅ,

Ｇａlactosｅ並びにＯＣＨ3－基の定量分析を実施して次の結果を得7こレ

　'(1)　ＧilIｉ6tｕroｎicacid : 凧乾試料約ｏ.３ｇを精秤し，Ｌe琵ｖre及びＴo1leiニlJ6）め方法を少くし



５

Table　７　Determination of　Uronic･anhydride

Sample (water, ash free)

　　　・（g）

　工

（g）　　　C?≫/Sample)

Uronic-anhydride

　　(ﾀぷ/Sample)

0.2469

0．ヽ2285

'･ 0.0301

　　0.0275

12

12

21

07

　　　48.85

　　　48.29 ‘一一-
average　48.57･

(2) Rhamnose : 常法によ!)フi=･ログルシツドを定量し，･次いでj･95％ブルコールを以て60°C

で処理して可溶性物を求めj二. Rhamnosanとして15.10％であっ7こ.

　　　　●j　　　　　　　　　゛　　－　　　　j　　’‘’゛　　　　　‘
l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛　　　　　　ゝ　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table ８　Determination of Rhamnosan

･ム

FS

Sample Cwater, ash fｒｅｅ）　　　　　　　　Phloroglucide
　　　　　　　　　　　　　　　一一

(ｇ) Total (g) Residual Cg) Soluble Cg)

0.2596

0.２307

0.0785

0.0659

0.0540

0.0452

0.0245

0.0207

　．　　Rhamnosan

　　　　(％/Sampleう

　　　　　。15.18･

　　｀　　15.02 ；

average 15.10

　(3) d･Galactose : 試料約ｌｇを精秤し，５％硫酸100 ccを加へて８時間100 °Ｃに於てｶ||水分

解し，ＢａＣ０３で熱時中和してウl=lン酸及びその重合体を完全にＢａ一塩となし，脱色後具宣下に濃

縮して略乾固するに至らし･め，．次いで95％ブルロールで数回加熱抽して得7こ透萌フル＝l－ル液を

再び減圧下に濃縮してシラツプ歌となし，常法に従って硝酸.々化を行って粘液酸を求めGailacton

として算出しﾀﾞこ．肯予備実験に於てiop･゜Ｃ，･8時一間力11水分解ずることによりガラ･クト,ｒスは完全に

遊離することを知っ7こ．●　　　　　　　　　　　　　●　　　　　ご　；　　，-　　　．　　:..　　，

　　　　●　　　　　　　　　　　f“’　　　

.　　　”　，　　I・　●　｀　ls゛　’●　　　　　　.゛　　　　　　｀ゝ

　　　　　　　　　　　　　　　Table ｇ　Determination of Galactan　　　　　　　　　　　　づ

Sample Cwater, ash free) Cg)

0.9280 .

0.9280

Mucic acid（g）

0.2634

0.2633

Galactan (%/SampIe)

34.7･8

34.78

j average 34.78

　(4) 0CH3-基：少量分新法によりＡｇＪを求め算出し1こ･い倚試料は予じめ１ ｍｍ･の罫室下で70°C

1時間乾燥して実験に供しすこ．　　ニI‥　　　　　゛'　　　△　　　　　　　　　　　　　.、

　　　　　　　　　‘･　　　Table １０　Determination‘ of "dCHs-Group･･･.･･　・　・・.‾‘'

Sample (water, ash free) (g) AgJ Cg) ’ＯＣＨ３（％/Sample）

　　・0.0543ペ・
・　-Ｊ　　Ｊ〃

　　　0.0496

0.04;33

0.0395 り

丿 10.53

1.0ｊ

3゛erage　!Oｊ3
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　ｔ　実験結果の考察．¨の･りうっぎ”粘質物の構成成分の分析を試み7こ結果．粗粘質物中に

はRhamnose,･Galactose及びGalacturonic acid の外i^ Arabinoseが含有せられ，叉Ｃａｏ

として約９％の友分を含んでいることを知っ忙.然し乍らこの粗粘質物を水に溶解して120～125°Ｃ

で２時間加圧処理するときはArabinoseは衆く遊離しで，これよりＣｕＳ０４添加法により調製し

仁精製粘質物はArabinoseを除く３成分即‘h Rhamnose。Galactose及びGalacturonic acid

のみよりなり他の成分を含んでいない．而してこの３琥分な分チ比は略C1:3:2〕の割合である・

従ってArabinoseは粘質物に極めて叩）るく結合しているか或は粘質物以外の多糖類よりも仁乙さ

れずこものとも推察せられる．　　　　　　　　　　　　’－　　レ

　上述の如く　Rhamnose, Galactose及びGalacturonic acid の3滅分を主体とする植物粘質

　　　　　　　　　　　（4）（7）　　　　　(8)
(5)　　　　’　C9).　　　　　　　　（10）　　　　　　　　゛’

物としては従来赤ニレ　，亜麻種子　　，白芥子種子丿及びタガラシ孫子　等のものが研究報告

せられている．それらの中で，亜麻種子粘質物に就てはそのＧａ!actoseはZ一型であることが，

　　　　　　（ｕ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　･･
Anderson　によって確認され且つ箪離せられている．然し乍ちその他の粘質物に於てはｄ一型で

ある．尚これら粘質物全部より酸加水分解によ９で比較的故に抵抗性大なるGalacturonic acid及゛

びRhamnoseよりなるAldobionic acid 炉分離抽出せられ，その結合様式も決定せられている．

¨のりうっざ”粘質物ゆ前述の如くＧａｌａｃtｏＳｅ炉ｄ一型であい且つ樹の内皮に存在する･点より赤

ニレ（IJlmｕｓ fi山;ａ）粘質物と類似のものと推察せられるへ青木粘質物のGalactoseは５％硫酸

により100°Ｃ，8時間或は２％硫酸, 100 °Ｃ，15憐聞加水分解することによって完全に分離し，後

匹は他の場合と同様に”Rhamnose及びGalacturonic acidのみよるなる酸性物を界へる．この

酸性物に就ては次報に報告する予定である．

　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　●　　　　　　　，．　　「’　．‘　”●　　　づ　．‘｀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　旨　　　　　　　ｌ

　いのりう,つぎ（Ｈｙｄｒａｎｇｅａ ｐａｎｉｃｕlatａｉ　Sieb）の内皮より得た粘質物に就てその化学組成の分析

を試みて次の結果を得すこ．　　　　　　　　　　　　　　　，　∧．．　六

丿1），粗粘質物はRhamnose, Ga!actose, Galacturonic acid 及びArabinoseの４成分を含

み，友分はＣａＯとして約９％にして黄蜀葵の27％に比して遥に少い.　　　，＜

　（2）精製粘質物の加水.分解度は最高約70％にして黄蜀葵の場合と同様に２～３肘体の存在が考

へられる．　　　　　　　　　　一丿　　　　　　．　　ｌ　ｙ．　ニ.づ.

　（3）精製粘質物の構成成分はRhamnose, Galactose及びGalacturonic acid の３成分にし

　　　　　　　　　　　　　　　　÷　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　●て, Arabinoseは全く含’まない．而してその分子比はそれぞれ略‥〔173:2〕の割合である．僣

Galactoseはｄ一型であることを確詔し7こ.

　(4) Galactoseは５が硫酸，100 °Ｃ， 8時間或は２％硫酸, 100 °Ｃ。15時間処理することによ．

り完全に分離し,･･後にRhamnose及びGalacturonic acid よりなる酸性物を残す．

　　■　　　¶　　　　　・　　　＝　　　　　．=　　　　－　　　　・　ｒ　ミ　ａ　・陶-●1r　　－　　I　　　　　　　　　　　　●　J　恂本研究実施に際して分析上御援助を賜っ7こ京都大学三井激授ス試料を分界され7こ日本紙業高知｀

伊野工場並に実験に協力きれ7こ楠瀬博三氏に厚く謝意を表するンレ　　　　　　　　　　ご　，
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Studiesンon theよMucila‘ge

.ふノ.’.　･jliしご”･‘　｀’

of｀ドＮぶ･iutsugi”.

　　　　　　　･●　　　’，　　　　　　　　ｙ’　　　　　　．．●　　．-．
　　　　　　　ｌｔ　　　　　．●ｌ

ｙ　　ミ　●　●
（双涙?・ａｎｇ・2O ｐａｎｉｃｕlatａ√痢功）ノI＼Ｐａrt

,1.,

・　　　　‾”　I　　’,”　ス　゛　Ｉ。，こ　　‘　./ﾌﾞじ
バChとmical Ｃｏｍｐｏりtion of Mucilage. 〉

　　　　Takeo　OSHIBUCHI y　ヽ

(Faculty of Agri.｡Kochi　Univ;)

７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　Summary　　　　＞　I

　The mucilage was iso!ated･from the inner bark of "Noriutsugi”（Ｈｙｄｒａｎｇｅａ　ｔａｎｉｎもlatａ．

Ｓz･必）ａｎｄ its chemical compbrients .were determined.　　　　パ＼　　　　　　　.

　(1) From the qualitative analysis of sugar components of crude mucilage, it was made

clear that this mucilage has rhamnose. d-ga･lactose, galacturonic'acid and arabinose and

no othor carbohydrates・　，.こ・　　　　　レ　ｙ　　　　　　　　一’　　‘”

　・(2) The reducing sugar･obtained by hydrolysis of refined mucilage.‘which was refined

by "Copf er-sulphate method” T with dilute sulfuric acid (2.5, 5.0‘and -10.9％）ｕｎｄｅrｴ

　　　　　　｀　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　.　ゝ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
normal pressure was less than about 70 ％of･the mucilage as glucose;　　　　　.　　｀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　￥　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　・.　　｀I　　　き　　　1
　(3) " From the qualitative analysis of sugar components of refined mucilage. rhamnose,.

　　　　　　　　　　　　　　●　　　　r　.　　･’　－　　　％　　　　　　　　　　　　‾　.j･　　r・　　　　　　・●
d-galactose and galacturonic acid were obtained 弓nd no other carbohydr‘ates. and the

　　　　　　　　　　dl　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　.J●　　　　　・
molecular ratio between these three components was about （1:3･:2）j　　.･･.・.　　　･･．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・●　・(Received Septembers ，1955)
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